
市長との意見交換会の報告について 

 

１ テーマ「高砂市水道事業の現状と今後の運営について」 

 

２ 開催日時・参加人数等 

日 時 時 間 場 所 参加人数 

令和３年１１月２０日（土） １３時～１４時３０分 高砂公民館 １８ 

１５時～１６時３０分 米田公民館 ２２ 

１９時～２０時３０分 中央公民館 

兼伊保公民館 
１１ 

令和３年１１月２１日（日） １３時～１４時３０分 阿弥陀公民館 １５ 

１５時～１６時３０分 中筋公民館 ３ 

令和３年１１月２８日（日） １０時～１１時３０分 荒井公民館 ３５ 

１３時～１４時３０分 曽根公民館 ８ 

１５時～１６時３０分 北浜公民館 ３９ 

計 １５１ 

 

３ 主な質疑等の内容 

質 疑 等 回 答 

水道料金３０％値上げをすれば、水道

―１５にある事業をやっていけるのか。 

 令和２年度に策定した経営戦略での投資・財

政計画においては、事業をやっていける計画で

ある。 

 水道―１５において、１０年間の実施

事業が約１０８億円となっているが、そ

の間にもっと老朽化していくのではな

いか。 

 水道―１５は、令和３年度から令和１２年度

の計画であり、その間に老朽化してくるので、次

の１０年間の計画を立てて、事業を実施してい

く必要がある。 

 高砂市は、加古川市米田町にも給水し

ているが、水道料金の値上げは、まずそ

こからすべきではないか。 

 同じ給水地域から料金格差をもうけること

は、差別的取り扱いとなり、厚生労働省から指摘

を受けている。 

 水道管が古くて漏水が多いようであ

るが、どれくらいが漏水しているのか。 

 有収率は、約９０％であるため、約１０％は漏

水等が理由と考えられる。 

 漏水調査をどのように考えているか。  ＡＩなどによる漏水調査などの事例を研究し

ていく。 



 水道事業会計の収支は、下水道事業会

計の収支と関係はないのか。 

 水道事業と下水道事業は、会計が別となって

いる。 

 水道事業は、一般会計からの繰入金は

できないのか。 

 水道事業会計は、地方公営企業であり、独立採

算が基本である。繰入金については、国で基準等

が定められており、原則として水道料金で必要

な経費を賄わないといけない。 

 前回、水道料金を改正したのはいつな

のか。 

 平成１６年１月１日から改正を行った。 

 水道―１２の資本的収支の説明にあ

る財源とはどのようなものか。 

 水道施設を整備・改良した経費に対する企業

債（借入金）が主なものである。 

 第２天川橋水管橋の断水件数と状況

及び今後の対応はどのようなに考えて

いるのか。 

 天川東側の曽根町で完全断水が１３件、断水

による修繕中の天川西側において、断水、水圧低

下などの事象がなかったことを確認している。   

今後は経過観察とともに修繕、更新等の検討

を進めていく。 

 


